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塩が室温で液体状態を保つイオン液体は、イオン伝導性を始めとする種々の性質から多

様な応用が期待されている。イオン液体を用いた材料の一例として、イオン液体に電圧を

印加して分極させ、ポリマーを加えて分極状態を保持し続けるように加工したエレクトレ

ット材料があり、半永久的な表面電界の存在を利用した振動発電などへの応用が研究され

ている。 

我々は、エレクトレットの分極と柔性から、高周波フィルタとして利用される表面弾性

波(SAW)素子への応用を着想した。従来の SAW 素子では、圧電素子として LiNbO3といっ

た電気機械結合係数の大きい材料が用いられてきたが、その値は最大 4-5%程度にとどまり、

大振幅の表面弾性波を生成することは困難であった。そこで、電気機械結合係数が大きい

と考えられるエレクトレット材料を用いることにより、より高効率の SAW素子を実現する

ことができると期待される。 

本研究では、イオン液体を用いて作成したエレクトレット上の表面弾性波の分散関係測

定を試みた結果について発表する。 
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